
項目 テーマ 取組み内容 ①取組みと②数値目標

SDGs宣言書

SDGsのゴール

　①　節水型水栓の取扱比率を増加

 環境・

経済

環境配慮型

サービス・製品

の提供

「水の恵みを全ての人に」を

経営理念に環境配慮型

製品・サービスの提供を

推進します。

過重労働、長時間労働、

サービス残業に関して、

社員全員の共通課題と

認識します。発生防止に

むけて様々な取組みを

行い、PDCAを回しながら

適切な労働時間管理を

推進します。

CO2排出抑制のために、

エネルギー使用量の把握に

努め、さらなる省エネ・節電

を推進します。

自社のリソースを最大限

活用し、地域の教育に貢献

する活動を行います。

 社会・

経済

労働時間の

是正

　②　2030年までに20％増加

　①　学生向けに将来の職業キャリアを考える場を

　　　 提供するため、インターンシップ・アルバイト

　　　 プログラムを制度化
 社会・

経済
教育への貢献

　②　2025年までに制度化

　　　 2030年までに学生アルバイトの受入れを

　　　 6名に増員（2022年時点：3名）

2023年5月9日

 環境・

経済

省エネ・温室

効果ガスの

排出削減

　①　有給休暇の取得率向上

　②　2028年までに有給休暇最低取得日数を

　　　 10日に増加（2022年時点：5日）

　①　エネルギー使用量の把握・削減

　②　2030年までに自社電力消費量を

　　　 自社電力発電量が10％以上超過

有限会社小田商店

代表取締役　小田　大輔

当社は、国連が提唱する持続可能な開発目標（SDGs）に賛同し、

持続可能な社会の実現に向けた積極的な取組みを行ってまいります。

ＳＤＧｓとは
持続可能な開発目標（SDGs：Sustainable Development Goals）とは，
2015年9月の国連サミットで加盟国の全会一致で採択された「持続可能な開発
のための2030アジェンダ」に記載された，2030年までに持続可能でよりよい
世界を目指す国際目標です。17のゴール・169のターゲットから構成され，地球
上の「誰一人取り残さない（leave no one behind）」ことを誓っています。


